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前身である ｢不完全結晶の格子振動｣研究会の時代か ら通算すると､矛 6回に
あたる｡ 6回を通 じて討論は一般に極めて遠慮のない ものであって､ 事に汗を
に ぎる場面もしば しばあD､それを土台にして毎年多 くの新 しい仕事が生まれ
た O 前3回の成果は Progressの SuppユemerT_もNo.23 eLatticeVib-
ration of‡mperfec七 CryStals " となってまとめ られたほ中に個々の論
文 となって発表されでかB､後 3回の成果 もすでに印刷されたもののはかにや





めて報告-したいと思 う. 但 し聾者のとったノート及び一部は記憶によってまと
めたので､思いちがいや脱落があるかもしれなhことをあらか じめおことわb
してお く. また研究会活動の全体としての推移に蘭 しては､筆者の主観がかな
b入ると思 予が､これについては ｢歴史の叙述においてもつと-もよくないのは
特定の見方をするとい うことではな (､見方が一貫 していな-いことである｡ 云





ク トルの研究､額 ･朝 日の伝達行列法の応用等)ので､この種の研究者か集ま
























矛 2回目は寺本が世話人となD､独立 した短期研究会として 1961年 6L月
'て に開催されたo l回目の経験にもとづいて研究会の形態も整備され､次のよう
な日程で行われたoL 方法論の分析 (1次元)IntroductoryTalk
寺本∴.-(二格子振劫の間題の - 堀 (方法論のreView)








2日目 福田 (能率の~方法) 枚庶 (Gr.een函数)
武野 (摂動法) 泉ー沢 (InpurりyBand)自由討論 purity.Band
格子振動ゐstatisもica1-■Il 同左
LDynamicalな問題 堀 (Time-dependenもな問題)





1回目に比べて論点が格段にはつきbして来たことがわかる. 最終 日の ｢ま
dependentな問題及び実験と密着 した問題の3つ･に分類きれ､それぞ如 こつ
いて問題点群摘出が行われた｡2回目の特徴は timeニdependelnもな問題なh















































小暮 二水晶のpeCuliarabsorpも主on･ 中性子散乱 と局在振動
寺本 :三石氏の赤外吸収実験
戸谷 :吸着 と赤外吸収 ,electronicsurfacestate
I
●-
第 4回 目と第 5回 冒,発ち第 1回及び第2回の ｢振動子系の力学過程 と統計｣
研究会はそれぞれ 1963年 10月t=基研で､及び 1964年 7月に菅平で開
かれたO これ らにういては物性研究誌上に くわしい報告がのっているのでー政
略 をのぺるのに止める. この2回の研究会においては､前回にはぼ固った,可
能な限 り問題を厳密にとり扱って､在来の近似理論を批判的に吟味 し､ より
soLind な bisis を見出そうと･い う方針にそって､ 七i血e-dependenもな問
題 とindependenもな･問題とが何れも着実に追求されたが･､とく_に後者が急速l
に発展 したことが梅徴的であったO既ち枚由によって無秩序系のスペク トルに




Hutnerの定座が大帝に拡張 されたことも大きな成果であったO こtれ らは伝導
行列の方法の発展である遵分数またはphase の方法によるものであるが一別
の方向への発展 として伝達看列の鎖状分子の応用 (岡田)I S行列の方法の拡
張 (観日､頻,福島､山寺､大漁)､定差方程式 のスペク トル理論の確立 (戟
日)などの成果が得 ら､れたD
TiⅡle-depend･enもな問題においては､harrmnic な系のenergy flew
と熱伝導との関係､random force や random field の問題､harmonic
な系の定常状凄-の接近の問題が精力的に研究された (寺本､柏村_鰐野､中
沢､滝沢､戸村､小寺,小暮 )が､ これに関連 して非線形の問題が浮び上って
釆た こともこの2回の樽徴であった 巧､野､斎藤)｡ 非線形の問題は問題自体 ■
もまた方法 も多岐にわたるため､統一的な立場を作るこtLが困煙でありtこの
期間中にはいろいろな問題お顔摘 されたのみで大きな発展 はみられなかったが､




実験に密着 した語間琴に娼しては,最初か ら一貫して実験事実の蘭 介や､理
論の.6用の結果が報告 されて来たの-であ り､第 4,5回 目においても､戸谷､
小野に よってKohn effectや熱膨張の問題が話されたOしか しなが らこれ ら
の問題に対しては､以上のべたような基礎的な問題ほどには多数のメンバーの
エネルギーが集中されなかった ことは否完三出来ない｡一般的にいえは､ このよ


















































?? ? ?ー ?? ?
■
とい うマトリック声の形 じ表現される｡ stateveくつもorの定義はいろいろ考
えられ一義的ではないが,最も都合のよいものを選べばよいO ､(･)は これに




数と考えてお くが､ これは必要条件ではないOこめ単位円上での StatQ ra一































福島 は一次元で nearesもneighbbririttetacもion のモデjL,で
はsurfaGemOdeが存在 しないがー8-econdneighbor inもeraction を
入れたモデ!L,でこの問題を調べるとい う試みを紹介したo secondneighbor
を入れ た階差operatorは四階の微分方程式に対応するが､ これの固有値問題






谷はこれに関連 して金属の場 合の実験事実を紹介した｡ また寺本は高分子時に
ヘ リックスの全休としての運動の規準振動がやはり高階の階差方程式で特長づ
け られることをコメントしヘ リックスのアコ-デオン振功一ね じれ夜勤 ,蟻 劫
振劫の解析の重要性を例を挙げて示した｡ (寺本)






を解くことにより求める試みを述べた. しかしまだ十分よい見通 しは得 られ て
お らず更に W (I) を求める意義とかその境界条件などについて疑問が持 たれたO
(筏田 )
次いで､朝日に依ってIinearchain に却 ナるnearesもneighbof'i-
nもeradtionの昆alniltonianか ら導れ る Diffe‡工臨写q･についてそのDiffe-
renceoperatorの SPeCもTa1-decomposition が話題とされたoTi一
七chmar占h に依る2ndorderのDifferentialEq･の議論 と食 く周 様に
して､ sealboundarycone_itions,Wronskian,L2 space の概念が
幾分のmOd土fication'と夷に葡 い られる結果として固有函数糸に依る展開定
理が得 られているO 多 くの点でTi七chmar坤 によるDiffercntial丑q･と




























た｡Lefthandcut が及ぼすであろうRandom force の部分への影響故
に又 systehaもic皿〇七ion についての再検討が望まれるO (朝日)













鮮田 : 非線形嶺敦子系についての最近の研究を紹介 した｡Feri工止'
Pasta,Ulam が 3次の非線形のポテンシャルで結 ばれた振劫子系に対して
行った数値計算に よると､振教子閲にエネルギーの交換がほとんど行われずエ































例えば g(u)…B2/ (B2- a2u2)ときには
un-AScostR(如 )Snhk+8,k)
となる｡





mrn--k α n+1 - 2xn+znJ + 亘 圭一(xn十エー Xn)
-f(xn-xn_1)j
によって支配される一次元のanharmonicchainのk番 目の粒子に 七=0 か
ら一定の力Fを加えたときの系の運動を電子計算機で追跡した結果を報告 したO







関数を用いて計算 した｡ Deflniもe な結論に杖達しでいないが､少 くとも今
のような diagram の集め方をする限 りではT10rmalprocessか らも有限 の
-Al4-
研究会報告
conducもivity が出るようにみえる｡ これはPeierlsの結論 と矛盾す るが､
このことがdiagram の集め方によるものかどうか等､ こまかい点はなお検討
を要す る. 計算の方法は この方法によって不可~逆過程 と力学との関係 を明かに
することに あるが､その目的のためには方法論自身に まず問題があるように も
思われる｡ この点に関して若干の議論があった｡小野 はこれに関連 して､伝導
の問題に関しては 1次元系 とJ3次元系の間に本質的な相違があり血eaもflow
に対する寺本等の計算結果は 1次元に特有の ものであろうとい うことを注意 し
た (前回報告の ｢非線形の問題‡工｣を参照)O これに対して3次のanharmo-
nicityのみを考えることが よいかど うか､randomchain ではどうなるか
等の議論があった｡ (堀 )
§5 自由討論 と将来計 画
自 由 討 論
この時間は雑談的に二人申話が 出ましたO まず最初は柏村の ｢一次元格 子で
の力学解への固定端の影響｣とい う題の話ですO-次元格子の線型方程式 の力
学解をラプラス変換 した形で褒めておいて逆変換する訳ですが､境界条件 とし
てN個の有限格 子を固定端条件で解いた解と,無限格 子の力学解との差 (これ
が端の影響 と呼ばれるもの)は大体次の形に書けます｡
Z-N -ヱ 近 く乙-a-i)dz
･･IJ･;I.‥--;-,:こ=± 了 士 一丁 ∴--:-L三
N





C は 単位 よ . り 大 きい 円 筒 で すD この量 を計算して柏
村は 扉 ≦ 昔 な らば d¢- .0 (e凸 になることを車したのに対 して､二三の
人から発言があり､ (1)A臥 ,を小さ く見宿る為に 七への制限が厳しくな りすぎ
ている｡ 又 この制限 は十分条件であってもつとゆるい時間制限に対しても∠¢
絃そんなに大き くほな らない だろうO (2)元来 畑 に対 しては波の群速度でN










設定 し,randomness を系の粒子数を無限大にもって行 く過程で導入し,そ
こで求 まったIim(もn(a+iT)がI1-0の操作に対′して収束するか否かを務べて､
これが発散する時は系のエネルギースペク トラムはbandを 作っているという






た棟で した｡ (柏村 )
亀 将来計画




なされたo その結果 a_B_tackさ.れつつあるが解決に到達 しない問題として
TiIBe-軸 dedも problemSとしてのSurfacevibralion,impurity
間の相互作用め問題､disorderedlatticetこおける壕巾の locaiizaもion
の問題が新たに加えられ､ これか らattackすべき未解決の問題 として も主me
-dependent ともime-independentpTObleⅠかぶ との関係が新_たに指摘 さ
れた｡
しかしこれ ら未解決の問題をどの ような形でaももackすべきかについては問
題の性質上余 り議論はされなかったO今後大いにや るべき問題として研究会終 .









っいて広 く､その存在が詞べ られた｡ついで､ ドイツー日本 でUセンター (ア
ル カリハ ライ ドの陰イオンを計 あるいはD- でおきかえたもの)の赤外線吸
収により､これが確められた に の一部はこの餌のSuPPiemen七 に施載)






不下逆理象 ･ブラウン運動. Rubin の与えた結果は･現在でも基本的な意
味を持っている｡ 平衡-の近接 とい うことは､その周囲あるいは､それ自身が
tbernOStat としての役割を常にreCOVer することでもある｡この意味で
もher皿OStat の動的睦質を考える問題が更に将来に残 された｡ この ことは研
究会のときに うまく表現されなかったが､ thermostat はこのような意味で
力学的に考察される必要があるO-体もhermostat は而Iiもespectrl三m を
をもたねばな らないのか､その必要はないのか_どのようにresponseするも
のであれはよいのか､など 問題である｡ 問題にする系のスペク トノレをある意




調されす ぎることはない程であると思う｡具体的な場合に､これが､ どの よう
に系の特殊な性質として現われ る可能性があるかとい う点がまだ考察され てい
ない.一足飛びにDNAなど生体 高分子の緯殊性に結びつけるにはまだ足場が十
分とはいえないoそれにしても､ この方面への展開は､どうしてもや りとげ ら
れなければならないし､大きい飛躍が期待されていると思 う｡ (戸 田)
